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1 正式名称マリタインパットゥ郡（ウェリオヤ事業地周辺） 

２．事業の概要と成果 

（１）上位目標 長期にわたって紛争の影響を受けた北部、東部帰還民の生計が向

上・安定し、帰還民が自立して生活できるようになる。帰還地への

定住により地域が安定し、国の安定や平和の定着に貢献する。 

（２）事業内容 

 

本事業は、北部ムラティブ県プドゥクリルプ郡と東部アンパラ県

ティルック・コービル郡において、農業収入を安定・向上させ、自

立して生活を営めるよう支援するため、所得の低い住民に対して、

農業給水支援および井戸管理委員会の立ち上げとコミュニティ強化

を行う。 

 対象事業地として、北部では Visuvamadu – West 地区 Visuvamadu 

– East 地 区  Vallipunam 地 区 の 3 地 区 、 東 部 で は

Kanchikuduchchiaru 地区、Thangavelayuthapuram 地区を選定した

が、北部 Vallipunam 地区では政府による類似の開発計画があり、支

援の重複が見込まれるため、同地区は対象外とした。また、大統領

タスクフォースより事業の承認条件として北部サンパットゥヌアラ

郡1での 10基の井戸建設を要請されたため、現在調査を行っている。

そのため、北部 60 基の内 10 基分の事業が停止している。 

 

（イ)農業給水支援 

天候や掘削地域の土壌を理由に北部で井戸建設業者のキャンセル

が発生し、業者の再選定および契約に時間を要したため 2カ月半の

遅れが発生している。 

＜北部進捗状況（全 50基）＞ 

：掘削中 5基 

＜東部進捗状況（全 10基）＞ 

：地質調査 10 基完了、掘削中 2基、石工中 3基 

 

東部では硬い岩盤のある土壌で井戸建設地が変更となる可能性を

考慮し、事前に地域住民の合意を得るために地域リーダーから構成

されるコミュニティを通してコミュニケーションを取ることで、地

域からの理解を得ている。 

 

（ロ）井戸管理委員会の立ち上げとコミュニティ強化 

井戸建設の遅れに伴い、井戸の建設地の確定ができなかったため、

井戸管理委員会メンバーの確定できず、ワークショップ開始時期に

も遅れが生じている。 

停止中の北部 10基分を除き、北部では 25、東部では 10の井戸管

理委員会を形成し、委員会でのルールの策定を行っている。 

 

（３）達成された効果 

   

 

調査の結果、北部 50 基（停止中 10 基分を除く）、東部 10基の井戸

建設地を以下の様に定めた。井戸管理員会の設立とワークショップ

の開催は設定した井戸建設地をベースに受益者を設定した。（別添⑤

「受益者リスト.xls」） 
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表 1. 北部井戸建設地 

地区(GN) 村 井戸数 

Visuvamadu - West Nethaliarru West 5 

Pouthtaddi 14 

Thoddiyaddi 5 

Visuvamadu - East Barathipuram 23 

Pouthtaddi 1 

Pathirakallai pakuthy 2 

計 50 

 

表 2. 東部井戸建設地 

地区(GN) 村 井戸数 

Kanchikuduchchiaru Kanchikuduchchiaru 2 

Komparakkarachchi 1 

Thamaraikkulam 3 

Thangavelayuthapuram Thangavelayuthapuram  4 

計 10 

 

北部住民は東部住民と異なり、他住民との井戸の共有に対して抵抗

があり、井戸を建設した土地の所有者が独占してしまう恐れがあっ

た。そのため、所有地の境界面に井戸を建設することで共同使用を

促し、井戸管理委員会の設立に関する理解を得ることができた。 

 

（４）今後の見通し コミュニティ強化ワークショップでの井戸活用を想定し、井戸建

設完了予定から事業完了まで予め 2 か月半を確保していたため、こ

の期間を利用して井戸建設の 2 か月半の遅れを取り戻す。ワークシ

ョップについては既に建設完了済みの井戸で代替するなどして、期

待する効果への支障が生じないように工夫を加えて対応する。 

停止中の北部 10基の再開時期によっては、コミュニティ強化ワー

クショップが事業期間内には完了できない可能性が高いため、1～2

か月間の事業期間延長の申請を検討している。 

本部スタッフ駐在員の採用活動は引き続き行っており、不在の間

は海外事業部長がサポートを行っている。 

駐在員不在の影響を受け、11,000USD の残余金が発生する見込み

があるため（別添③「予算執行見込.pdf」）、建設井戸の追加を行い、

供与資金の有効活用を検討している。 

 


